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協議会規約の改正について
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福井河川国道事務所
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１．総力戦で挑む防災･減災プロジェクト(いのちとくらしをまもる防災減災)
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主要施策の一覧



２．流域治水の推進に向けた本省庁間の実務者会議

水害の激甚化等を踏まえ「流域治水」の推進に向けて、関係行政機関相互の緊密な連携・協力の
下、総合的な検討を行うために、10月28日に関係16省庁が情報共有及び連携の確認を行った。

議 長 国土交通省水管理・国土保全局河川計画課長
構成員 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官

金融庁監督局総務課監督調査室長
総務省大臣官房企画課長
消防庁総務課長
財務省理財局総務課長
文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部参事官
厚生労働省大臣官房厚生科学課健康危機管理・災害対策室長
農林水産省農村振興局整備部水資源課長
林野庁森林整備部治山課長
水産庁漁港漁場整備部防災漁村課長
経済産業省経済産業政策局地域経済産業グループ地域産業基盤整備課工業用水道計画官
資源エネルギー庁電力・ガス事業部電力基盤整備課電力供給室長
中小企業庁事業環境部経営安定対策室長
気象庁大気海洋部業務課長
環境省地球環境局総務課長

治水は様々な利害関係があり、その調整は、ともに同じ
テーブルについて検討していくところから始まり、関係省
庁が様々な政策の中で連携を進め、プロジェクトを行う各
流域に落とし込んでいくことが重要である。

農地・農業水利施設を活用した
流域の防災・減災の推進

豪雨災害の激甚化を踏まえた
森林整備・保全の実施状況

水管理・国土保全局長挨拶

構成員 財務省からの情報提供
10月19日財政制度等審議会財政制度分科会歳出改革部会提出資料より
〇 利水ダムの治水活用という形で上流域においては各省連携が進められているところ。
〇 中流・下流域においても、堤防・下水道、水田・ため池、学校施設、福祉施設、国
有地等の機能を連携させ、地方公共団体、関係省庁が垣根を越えて一元的に被害軽
減を推進する体制を構築すべき。

・堤防・下水道の強化（国交省）
・水田・ため池の利水活用（農水省）
・学校施設（文科省）、
国有地（財務省）等の遊水機能の活用

・工場・ビルの貯留施設整備、避難場所の確保
（民間企業）
・保険等を封じた浸水対策・居住誘導
（金融庁・金融機関） 等

水田、ため池、農業用ダム、排水施設等の
農地・農業水利施設の多面的機能を活かし
て、流域治水を推進する。

〇 田んぼダム（排水口への堰
板の設置等）によって下流
域の湛水被害リスクを軽減

【施設の整備等】
水田整備、田んぼダムの取組促進

水田の活用（田んぼダム） ため池の活用

〇農業用水の貯留に影響のな
い範囲で、洪水吐にスリッ
トを設けて貯水位を低下さ
せ、洪水調整容量を確保

【施設の整備等】
堤体補強、洪水吐改修、施設
管理者への指導・助言等

〇近年の豪雨を踏まえ、国交省と連
携した流木対策や、土石流対策、
氾濫河川上流域における森林整
備・治山対策の実施

〇気候変動の激化を見据え、森林の
土砂流出防止や洪水緩和機能等を
発揮するための方向性を林政審議
会等で議論している。

治山対策 森林整備

農林水産省からの情報提供 林野庁からの情報提供
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２．流域治水の推進に向けた本省庁間の実務者会議(農水省)
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２．流域治水の推進に向けた本省庁間の実務者会議(林野庁)
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２．流域治水の推進に向けた本省庁間の実務者会議(環境省)
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２．流域治水の推進に向けた本省庁間の実務者会議(財務省)
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３．協議会の構成員の拡大について
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機 関 役 職

福井市 市長

大野市 市長

勝山市 市長

鯖江市 市長

あわら市 市長

越前市 市長

坂井市 市長

永平寺町 町長

池田町 町長

南越前町 町長

越前町 町長

福井県 安全環境部長

福井県 農林水産部長

福井県 土木部長

岐阜県 林政部長

岐阜県 県土整備部長

北陸農政局 地方参事官

近畿中国森林管理局 福井森林管理署長

中部地方環境事務所 環境対策課長

福井地方気象台 台長

近畿地方整備局 足羽川ダム工事事務所長

近畿地方整備局 九頭竜川ダム統合管理事務所長

近畿地方整備局 福井河川国道事務所長

（敬称略）

オブザーバー

岐阜県 農政部

郡上市 建設部

（敬称略）

機 関 役 職

小浜市 市長

若狭町 町長

高島市 市長

福井県 安全環境部長

福井県 農林水産部長

福井県 土木部長

滋賀県 土木交通部長

滋賀県 琵琶湖環境部長

北陸農政局 地方参事官

近畿中国森林管理局 福井森林管理署長

中部地方環境事務所 環境対策課長

福井地方気象台 台長

近畿地方整備局 福井河川国道事務所長

（敬称略）

「あらゆる関係者の協働」により、流域全体で治水対策に取組む事が重要
なため、両協議会における構成員を拡大するよう規約の改正を提案。

北川流域治水協議会の構成員名簿（改正案） 九頭竜川流域治水協議会の構成員名簿（改正案）

～構成員拡大のポイント～

○本省庁間の連携強化を踏まえ、農水省、林野庁、
環境省、気象庁の出先機関に参画して頂く予定。

○県においても、土木部局だけでなく国と同様に関
係部局に参画して頂く予定。

○自治体については、福井県外の関係自治体に参
画して頂く予定。



３．協議会の実施事項の追加について
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「あらゆる関係者の協働」により、流域全体で治水対策に取組む事が重要
なため、協議会の実施事項にSDGｓ貢献を位置付ける規約の改正を提案。

出典：諏訪哲郎学習院大学教授が作成した図を元に
荒川下流河川事務所が編集したもの

～SDGｓ位置付けのポイント～

○｢防災・減災に限らずインセンティヴを創出｣と｢あらゆる関係者の協働強化｣により、流域治水が
持続可能な仕組みとなり【 ふくい ＝ 幸福度日本一 】の担保に寄与。



３．協議会の規約改正(提案)
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＜改正案＞



３．協議会の規約改正(提案)

＜改正案＞
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